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３月定例会

３月議会 こんなことが決まりました
チェックします 主な質疑
令和７年度 一般会計予算
一般質問 2人の議員が質問しました
水俣病問題の早期解決を求める意見書採択
「永年表彰」授与
議員研修報告（愛知県名古屋市・安城市・幸田町）
自主調査研修報告（長崎県対馬市）
topics 氷川町立常葉保育所73年の歴史に幕
ひと 配食サービス 優しさを届ける
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対策･子育て支援等の充実に
 79億6167万円決まる

○衛生費
健診委託料
海岸漂着物対策業務委託料
住宅用新エネルギー等導入促進事業費補助金
鍼灸等施療費
生ゴミ処理機等購入費助成金
生活環境事務組合負担金

○農業水産業費
農業振興地域整備計画策定業務委託料
農業収入安定化事業補助金
新規就農者総合対策事業(経営開始資金)補助金
柑橘類自然災害次期作防除支援事業補助金
経営所得安定対策推進事業費補助金
県営事業負担金
有害獣防除柵等補助金
有害鳥獣捕獲事業補助金

○商工費
商工会補助金
住宅リフォーム等促進事業補助金
企業立地促進補助金
観光物産協会補助金
梨マラソン大会補助金
九州ヘラブナ釣り大会補助金
「道の駅」竜北ウォーキング大会補助金
氷川まつり補助金
竜北公園及びふるさと自然の道管理委託料
立神峡公園管理委託料

○土木費
空き家バンク促進補助金
老朽危険空家等除却促進事業補助金
町道修繕料
町内道路管理業務委託料
町道八間川堤防1号線道路路肩改修工事
町道駅前団地１号線路肩改修工事
町道氷川中南線道路改良地質調査業務委託料
町道塚田線道路改良測量設計業務委託料
町道北川反甫北鹿野線道路改良工事
町道新田野津橋線道路舗装工事
町道吉本本山線ほか道路改良事業用地購入

町道八間川東網道17号線八間川4号橋橋梁
改修工事

二級河川堤防雑草除去委託料
浜牟田橋公園仮設トイレ借上料
地域優良賃貸住宅整備事業アドバイザリー業務
委託料

○消防費
八代広域行政事務組合消防本部負担金
救急安心センター事業（＃7119）負担金
消防団員報酬
氷川町防災備蓄倉庫新築工事
防災士育成事業補助金

○教育費
ＣＳディレクター活動謝金
ＩＣＴ支援業務委託料
竜北東小学校低学年棟屋根防水改修工事
宮原小学校給食棟解体工事
就学援助費
ＧＩＧＡスクール用端末整備支援事業務委託料特
別支援教育就学奨励費
氷川町及び八代市中学校組合負担金
英語検定受検助成金
野津古墳群樹木伐採委託料
中ノ城古墳出土円筒埴輪修復業務委託料
地区集会所施設等建築費補助金
学校給食費補助金
学校給食氷川町産米価差額補助金
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持続可能な農業・景気
令和7年度 氷川町一般会計予算

令和7年第2回氷川町議会定例会、3月 10日～１４日間の5日間の日程で開催されました。提
出された議案は、条例の一部改正が15件、令和6年度補正予算が6件、令和7年一般会計予算1件、
令和7年度特別会計予算３件、令和7年度事業会計予算1件、議員発議１件（氷川町議会の個人情
報保護に関する条例の一部改正）、意見書１件（水俣病問題の早期解決を求める意見書）を審議し、
全ての案件を原案の通り可決、採択しました。

条例の一部改正
○氷川町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一
部改正
育児休業、介護休業等育児又は介護家族を行な

う労働者の福祉の関する法律の一部改正に伴い、
条例の関係規定を整備しました。
改正の主な内容は、「3歳に満たない子」を「小

学校就学の始期に達するまでの子」へ変更など。

○氷川町消防団条例の一部改正
消防団の適正な転院管理を図るために定数の改

定を行なうとともに、旅費を改定しました。
消防団の定数を640人から480人へ。

○氷川町防災会議条例の一部改正
氷川町防災会議の委員の専任に伴い、より多方

面から委員を専任できるようにしました。

○氷川町子ども・子育て会議条例の一部改正
子ども･子育て支援法の改訂に伴い、関係条文

を改正しました。

令和7年度一般会計予算
歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ

79億6166万5千円とする

主な歳出予算

○議会費
議会インターネットライブ映像配信業委託料

○総務費
氷川町誕生２０周年記念式典関係費
八代乗合タクシー負担金
地方バス対策補助金
行政区活動活性化交付金
結婚チャレンジ補助金
結婚新生活支援事業補助金
ふるさと納税事業支援業務委託料
氷川町長及び町議会議員選挙費
参議院議員選挙費

○民生費
社会福祉協議会運営費補助金
高齢者等福祉タクシー事業
いきいきサロン事業委託料
食の自立支援事業委託料
敬老会委託料
放課後児童クラブ健全育成事業委託料
病児、病後児保育事業委託料
妊婦のための支援給付金
すこやか赤ちゃん出産祝金
竜北福祉センター管理委託料

３月議会
こんなことが
きまりました

３月議会
こんなことが
きまりました

３月議会で、決まった条例の一部改正、令
和６年度一般会計補正予算、令和７年度一般
会計予算の主なものを紹介します。



◯
氷
川
町
一
般
職
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
は
何
番
目
か

西
尾
議
員

以
前
は
自
治
体
に
よ
っ
て
独

自
の
給
与
表
の
所
も
あ
っ
た
が
、
現
在
は

県
内
45
市
町
村
が
国
家
公
務
員
法
の
俸
給

表
に
沿
っ
た
同
じ
給
料
表
を
使
っ
て
い
る

か
。
ま
た
、
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
は
県
内

45
市
町
村
の
中
で
何
番
目
か
。

総
務
課
長

県
内
全
域
、
全
国

で
同
一
の
給
料
表
を
使
っ
て
い

ま
す
。
氷
川
町
の
ラ
ス
パ
イ
レ

ス
指
数
は
、
一
昨
年
90
％
程
度

で
し
た
。

氷
川
町
は
県
内
で
は
１
番
低

い
部
類
に
当
た
っ
て
い
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

西
尾
議
員

氷
川
町
の
職
員
の

給
料
は
国
家
公
務
員
と
比
べ
て
低
い
。
昇

格
の
仕
組
み
づ
く
り
を
し
な
い
と
ラ
ス
パ

イ
レ
ス
指
数
は
上
が
っ
て
い
か
な
い
。
職

員
の
処
遇
改
善
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
ど
う
か
。

藤
本
町
長

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
は
職
員

の
年
齢
構
成
で
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
現

在
、
町
職
員
の
３
分
の
１
が
若
い
職
員
で

す
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
も
原
因
が
あ
り
ま

す
。人

事
評
価
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
給
料
な
ど
に
反
映
さ
せ
て
い
け
る
よ
う

な
形
が
で
き
れ
ば
、
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数

も
上
が
っ
て
い
く
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◯
氷
川
町
消
防
団
条
例
の
一
部
改
正

消
防
団
員
の
定
数
基
準
は

吉
川
議
員

氷
川
町
は
、
消
防
団
員
の
定

数
を
４
８
０
名
と
定
め
ま
し
た
が
、
基
準

は
な
に
か
。
又
、
交
付
税
措
置
は
ど
う
な

る
か
。

総
務
課
長

合
併
し
て
以
来
６
４
０
名
の

定
数
で
し
た
が
、
人
口
減
少
と
消
防
団
の

幹
部
会
に
て
熟
議
を
重
ね
た
結
果
、
現
時

点
で
は
各
分
団
の
定
数
を
決
定
し
ま
し

た
。

◯
氷
川
町
防
災
会
議
条
例
の
一
部
改
正

女
性
の
登
用
が
必
要
で
は

吉
川
議
員

防
災
体
制
を
強
化
す
る
た
め

に
は
、
防
災
会
議
の
委
員
の
中
に
女
性
の

登
用
も
必
要
で
は
な
い
か
。

藤
本
町
長

現
在
、
防
災
会
議
に
女
性
の

委
員
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
。
し
か
し

災
害
が
起
き
た
際
に
、
様
々
な
視
点
で
意

見
を
聞
く
必
要
が
あ
り
、
今
回
そ
の
よ
う

な
登
用
を
図
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

○
氷
川
町
税
の
徴
収
等
の
特
例
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

納
税
は
口
座
振
替
の
促
進
を

西
尾
議
員

単
税
方
式
を
と
る
事
で
、
金

融
機
関
の
振
替
手
数
料
が
増
す
の
か
。
ま

た
、
税
金
納
付
書
と
口
座
振
替
で
は
手
数

料
が
違
う
。
納
税
者
の
何
割
が
口
座
振
替

か
。

会
計
管
理
者

今
回
の
税
改
正
で
金
融
機

関
の
手
数
料
は
増
え
ま
す
。
納
税
者
の
口

座
振
替
は
全
体
の
75
％
で
す
。
口
座
振
替

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

西
尾
議
員

町
が
負
担
す
る
口
座
振
替
支

払
い
手
数
料
も
グ
ッ
と
安
く
な
る
、
積
極

的
に
口
座
振
替
を
進
め
て
欲
し
い
。

◯
令
和
６
年
度
氷
川
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
８
号
）

県
の
バ
ス
補
助
金
減
額
は
何
故
か

吉
川
議
員

県
の
地
方
バ
ス
特
別
交
付
金

が
当
初
予
算
か
ら
27
万
７
０
０
０
円
の
減

額
と
な
っ
て
い
る
が
そ
の
理
由
は
な
に

か
。

総
務
課
長

熊
本
県
は
、
各
地
域
で
独
自

に
実
施
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
等
に
交

付
金
関
係
の
重
点
を
置
い
て
交
付
す
る
と

い
う
方
針
で
す
。
年
々
少
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。

吉
川
議
員

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
負
担
金
が

今
年
初
め
て
増
え
た
が
何
故
か
。

総
務
課
長

物
価
高
騰
と
タ
ク
シ
ー
料
金

等
の
値
上
げ
を
加
味
し
た
中
で
算
出
さ
れ

た
金
額
が
増
減
に
繋
が
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

西
尾
議
員

地
方
バ
ス
対
策
補
助
金
で
２

９
１
万
増
額
さ
れ
て
２
４
１
２
万
４
０
０

０
円
と
し
て
い
る
が
、
氷
川
町
内
外
の
利

用
者
数
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

総
務
課
長

総
利
用
者
数
は
５
万
５
４
０

８
名
う
ち
氷
川
町
内
で
の
乗
り
降
り
者
数

は
１
万
４
０
６
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

西
尾
議
員

産
交
バ
ス
側
に
我
々
か
ら
の

要
望
も
是
非
聞
い
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努

力
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

主
な
質
疑

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
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○
令
和
７
年
度
一
般
会
計
予
算

少
子
化
対
策
交
付
金
の
内
容
は

長
尾
議
員

地
域
少
子
化
対
策
重
点
推
進

交
付
金
の
内
容
は
。

地
域
振
興
課
長

結
婚
新
生
活
支
援
事
業

補
助
金
で
す
。
夫
婦
と
も
に
39
歳
以
下
で

所
得
が
５
０
０
万
未
満
の
人
が
結
婚
を
さ

れ
た
方
に
、
家
賃
や
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム

費
用
等
を
補
助
す
る
事
業
で
す
。

支
払
交
付
金
の
配
分
方
法
は

木
下
議
員

多
面
的
支
払
交
付
金
は
農
地

の
整
備
に
来
る
金
だ
と
思
う
が
、
配
分
方

法
は
。

農
地
課
長

町
内
の
対
象
農
用
地
面
積
に

地
目
別
の
単
価
を
乗
じ
交
付
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
を
氷
川
土
地
改
良
区
と
連
携

し
て
い
る
氷
川
町
広
域
協
定
に
交
付
し
、

活
動
さ
れ
て
い
る
30
地
区
に
分
配
さ
れ
て

い
ま
す
。

戸
建
木
造
住
宅
耐
震
改
修
等
促
進
事

業
拡
充
さ
れ
た
の
は
何
か

西
尾
議
員

熊
本
県
戸
建
木
造
住
宅
耐
震

改
修
等
促
進
事
業
補
助
金
は
新
し
い
メ

ニ
ュ
ー
と
思
う
が
、
以
前
の
事
業
か
ら
拡

充
さ
れ
た
点
は
何
か
。

建
設
下
水
道
課
長

従
前
は
耐
震
改
修
の

補
助
金
で
国
の
交
付
金
で
し
た
が
県
も
補

助
金
を
出
す
こ
と
に
な
り
、
総
合
支
援
と

し
て
耐
震
設
計
、
改
修
に
も
補
助
を
し
ま

す
。地

域
ス
ポ
ー
ツ
活
動
体
制
整
備
、
部

活
動
指
導
員
配
置
事
業
内
容
は

片
山
議
員

地
域
ス
ポ
ー
ツ
活
動
体
制
整

備
補
助
金
と
部
活
動
指
導
員
配
置
事
業
補

助
金
の
内
容
と
具
体
的
な
事
業
は
。

生
涯
学
習
課
長

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

活
動
体
制
整
備
事
業
補
助
金
は
、
現
在
中

学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
を
す
す
め
て
い

ま
す
。
そ
の
職
員
の
人
件
費
に
充
て
ら
れ

ま
す
。

学
校
教
育
課
長

部
活
動
指
導
員
配
置
事

業
で
す
が
、
現
在
竜
北
中
学
校
に
３
名
、

氷
川
中
学
校
に
１
名
配
置
し
て
い
ま
す
。

財
産
売
り
払
い
収
入
の
内
容
は

清
田
議
員

有
価
証
券
等
売
払
収
入
は
ど

う
い
っ
た
も
の
か
。

農
業
振
興
課
長

熊
本
県
い
業
経
営
安
定

基
金
協
会
出
資
金
の
返
還
金
で
す
。
熊
本

県
い
業
経
営
安
定
基
金
協
会
は
解
散
し
、

他
の
い
草
関
係
の
団
体
に
事
業
を
引
き
継

ぐ
予
定
で
す
。

氷
川
町
誕
生
20
周
年
記
念
式
典
内
容

は
吉
川
議
員

氷
川
町
誕
生
20
周
年
記
念
式

典
の
規
模
は
ど
う
な
る
の
か
。

総
務
課
長

式
典
は
10
月
に
予
定
を
し
て

い
ま
す
。
開
会
式
典
に
メ
モ
リ
ア
ル
ビ
デ

オ
等
の
上
映
等
を
や
り
ま
す
。
ま
た
、
来

賓
の
方
を
招
待
し
表
彰
式
、
更
に
Ｐ
Ｒ
動

画
等
の
披
露
を
考
え
て
い
ま
す
。

日
程
は
半
日
で
終
え
る
規
模
で
、
場
所

は
竜
北
体
育
セ
ン
タ
ー
、
竜
翔
セ
ン
タ
ー

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

シ
ス
テ
ム
使
用
料
の
内
容
は

飯
田
議
員

入
札
参
加
資
格
審
査
指
針
申

請
シ
ス
テ
ム
使
用
料
99
万
円
の
内
容
は
。

企
画
財
政
課
長

町
の
入
札
参
加
者
に

は
、
２
年
に
１
回
、「
指
名
願
い
」
の
書

類
を
出
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

紙
か
ら
電
子
に
変
え
ま
す
。
そ
の
シ
ス
テ

ム
使
用
料
で
す
。

い
じ
め
調
査
委
員
会
の
構
成
は

長
尾
議
員

い
じ
め
調
査
委
員
会
の
報
酬

が
10
万
上
が
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
は

ど
う
い
う
職
種
の
方
々
か
、
ま
た
委
員
会

は
何
人
で
構
成
さ
れ
る
の
か
。

総
務
課
長

こ
の
委
員
会
は
学
校
教
育
課

等
で
発
生
し
た
い
じ
め
事
案
で
、
特
に
重

大
と
思
わ
れ
る
案
件
に
対
応
す
る
も
の
で

す
。委

員
の
構
成
は
弁
護
士
等
を
含
め
５
人

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
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次
の
ペ
ー
ジ
は

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す 

主
な
質
疑



新
規
就
農
者
総
合
対
策
事
業
（
経
営

開
始
資
金
）
の
内
容
と
条
件
は

上
田
健
一
議
員

新
規
就
農
者
総
合
対
策

事
業
補
助
金
の
内
容
と
条
件
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

農
業
振
興
課
長

新
た
に
経
営
を
開
始
す

る
認
定
新
規
就
農
者
に
対
し
て
３
年
間
の

補
助
を
出
す
も
の
で
す
。
単
身
者
は
年
間

１
５
０
万
円
、
夫
婦
の
方
に
は
１
組
当
り

年
間
２
２
５
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

農
業
収
入
安
定
化
事
業
の
加
入
状
況

は
片
山
議
員

農
業
収
入
安
定
化
事
業
費
補

助
金
の
補
助
率
、
加
入
状
況
と
件
数
は
。

農
業
振
興
課
長

補
助
率
は
共
済
掛
金
の

２
分
の
１
、
又
は
収
入
保
険
の
保
険
料
の

２
分
の
１
で
す
。
件
数
は
果
樹
共
済
で
９

件
、
園
芸
施
設
共
済
で
２
２
４
件
、
家
畜

共
済
で
６
件
、
収
入
保
険
で
１
８
２
件
で

す
。次

期
作
防
除
事
業
内
容

清
田
議
員

柑
橘
類
自
然
災
害
次
期
作
防

除
支
援
事
業
補
助
金
の
事
業
内
容
の
説
明

を
。

農
業
振
興
課
長

柑
橘
類
の
次
期
作
の
防

除
作
業
に
向
け
ま
し
た
農
薬
代
の
補
助
で

す
。
１
反
当
り
事
業
費
上
限
が
１
万
１
０

０
０
円
、
補
助
率
２
分
の
１
。
農
薬
は
６

年
の
10
月
か
ら
７
年
の
５
月
ま
で
の
購
入

分
と
な
り
ま
す
。

氷
川
ま
つ
り
も
会
場
は
交
互
で
な
く

ど
ち
ら
か
一
つ
に
す
べ
き
で
は

上
田
俊
孝
議
員

氷
川
ま
つ
り
の
開
催
で

す
が
、
氷
川
町
も
合
併
し
て
20
周
年
を
迎

え
ま
す
。
消
防
団
出
初
式
も
竜
北
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
の
開
催
に
統
一
さ
れ
て
い
る
の

で
、
氷
川
ま
つ
り
も
ど
ち
ら
か
一
つ
に
絞

る
べ
き
じ
ゃ
な
い
か
。

町
長

合
併
し
て
20
年
経
っ
た
、
そ
ろ
そ

ろ
一
本
化
し
た
ら
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で

す
が
、
実
行
委
員
会
が
あ
り
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
方
の
ご
意
見
を
聞
い
た
う
え
で
、

場
所
も
そ
の
方
向
で
進
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

竜
北
公
園
及
び
ふ
る
さ
と

自
然
の
み
ち
管
理
委
託
は

三
浦
議
員

竜
北
公
園
及
び
ふ
る
さ
と
自

然
の
み
ち
管
理
委
託
料
が
計
上
し
て
あ
る

が
、
委
託
は
草
刈
り
や
剪
定
等
と
思
う
が

年
に
何
回
さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
選

定
し
た
草
木
の
処
理
は
ど
う
し
て
い
る
の

か
。

地
域
振
興
課
長

竜
北
公
園
及
び
ふ
る
さ

と
自
然
の
み
ち
の
管
理
委
託
は
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
て
い
ま
す
。
委

託
内
容
は
、
竜
北
公
園
内
の
草
刈
り
、
樹

木
の
剪
定
及
び
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
ふ

る
さ
と
自
然
の
み
ち
の
道
路
コ
ー
ス
の
整

備
管
理
で
す
。
ふ
る
さ
と
自
然
の
み
ち
は

定
期
的
と
い
う
の
で
は
な
く
状
況
を
み
て

清
掃
を
行
な
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

道
路
改
良
建
物
等
補
償
の
説
明
を

松
田
議
員

町
道
新
田
野
津
橋
線
道
路
改

良
建
物
等
補
償
費
の
説
明
を
。

建
設
下
水
道
課
長

こ
の
路
線
で
は
、
建

物
か
ら
立
木
、
工
作
物
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
今
後
、
建
物
調
査

と
補
償
調
査
を
発
注
し
ま
す
。

救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
事
業
は
何
を
す

る

西
尾
議
員

救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
事
業
の

負
担
金
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
新
規
事

業
の
内
容
は
何
か
。

総
務
課
長

救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
事
業
で

す
が
、
救
急
車
を
呼
ん
だ
方
が
い
い
の
か

を
迷
っ
た
際
に
、
そ
れ
を
相
談
す
る
窓
口

で
す
。

事
業
主
体
は
熊
本
県
で
、
電
話
で
対
応

す
る
事
業
で
す
。
事
業
費
は
２
１
０
０
万

円
ほ
ど
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
市

町
村
で
案
分
折
半
す
る
と
な
っ
て
い
て
、

人
口
と
使
用
回
数
で
、
市
町
村
の
負
担
金

が
決
ま
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

地
区
集
会
所
建
設
費
補
助
金
の

引
き
上
げ
は
で
き
な
い
か

木
下
議
員

地
区
集
会
所
の
建
設
費
補
助

金
は
補
修
だ
け
で
す
か
。
ま
た
、
上
限
は

い
く
ら
で
す
か
。
現
在
資
材
も
高
騰
し
て

い
る
の
で
上
限
額
を
上
げ
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

生
涯
学
習
課
長

地
区
集
会
所
施
設
等
建

設
費
の
補
助
金
は
、
新
築
の
場
合
５
０
０

万
円
を
上
限
、
修
繕
は
１
０
０
万
円
を
上

限
と
し
て
い
ま
す
。

町
長

こ
の
予
算
は
、
新
村
地
区
が
新
築

さ
れ
る
の
に
町
か
ら
５
０
０
万
円
の
補
助

で
す
。
残
り
は
全
部
地
元
で
負
担
と
い
う

こ
と
で
あ
れ
ば
見
直
す
時
期
に
は
来
て
い

る
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ど
こ
ま
で
見
直
す
か
と
い
う
の
は
、
み

な
さ
ん
方
と
相
談
を
し
て
条
例
改
正
も
含

め
て
考
え
る
時
期
か
な
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
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町 税
12.4%

寄附金
6.3%

繰越金
0.6%

その他の収入
2.8%

地方消費税
交付金
2.8%

その他の財源
1.1%

繰入金
16.9%

国庫支出金
9.6%

県支出金
7.4%

町債
3.8%

地方交付税
36.2%

歳 入
79億6167万円

議会費
0.9%

総務費
31.4%

公債費
10.9%

商工費
1.3%

災害復旧費

予備費

民生費
21.8%

消防費
5.1%

土木費
7.5%

教育費
5.3%

衛生費
10.0%

農林
水産業費
5.9%

歳 出
79億6167万円

令和7年度氷川町一般会計予算令和7年度氷川町一般会計予算

町民一人当たり 74万6,100円
（令和7年2月末日 住民基本台帳人口10.671人で算出）

令和７年度 特別会計予算令和７年度 特別会計予算

20億 1513万円
17億 ６８３万円
2億 5755万円
9億 5272万円

国民健康保険特別会計予算
介護健康保険特別会計予算
後期高齢者医療特別会計予算
下水道事業会計予算

項 目 歳 出 予 算

（金額単位は万円。四捨五入のため数
字は合いません）

（金額単位は万円。四捨五入のため数
字は合いません）

歳 入

歳 出

98,699
50,100
134,702
4,999
22,354
288,000
22,000
76,807
58,745
9,130
30,630
796,167

町 税
寄附金
繰入金
繰越金
その他の収入
地方交付税
地方消費税交付金
国庫支出金
県支出金
その他の財源
町 債

項 目 金 額

合 計

6,974
249,889
173,175
79,748
46,950
10,055
60,014
40,363
41,822

3
86,874
300

796,167

議会費
総務費
民生費
衛生費
農林水産業費
商工費
土木費
消防費
教育費
災害復旧費
公債費
予備費

項 目 金 額

合 計

町民税・固定資産税・
軽自動車税など、私た
ちが払っている税金

基金（町の貯金）
を取り崩し・他
会計からの資金

ふるさと氷川応
援寄附金など

町の借り入れ
（借金）です

自治体の規模や財政
力に応じて国から交
付されるお金

医療や介護、子育て
など福祉に使うお
金ですごみ・し尿の処理や、予

防接種などの費用です

借入金の返済
金です
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ペ
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は

町
道
を
整
備
し
ま
す
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令和7年度（当初予算）工事等実施予定箇所図

町道新田野津橋線道路舗装工事

舗装 Ｌ＝２００ｍ

町道塚田線道路改良測量設計業務委託料

測量・設計・用地測量 Ｌ＝１５０ｍ

町道氷川中南線道路改良構造物詳細設計業務委託料
構造物設計 1式
町道氷川中南線道路改良地質調査業務委託料
ボーリング調査２箇所

町道北川反甫北鹿野線道路改良工事

道路改良 Ｌ=３００ｍ

町道八間川東網道１７号線八間川４号橋橋梁改修工事
橋梁補修 1橋

町道八間川堤防１号線道路路肩改修工事

舗装打替え、法面改修 Ｌ=１５０ｍ

町道駅前団地１号線道路路肩改修工事

歩道部舗装打換 Ｌ＝１５０ｍ

町道西網道南鹿野２号線道路改良測量設計業務委託料

測量・設計 L＝３６０ｍ

安全な道路に 町道を整備します安全な道路に 町道を整備します
令和７年３月議会で決まった
主な工事等実施予定箇所
令和７年３月議会で決まった
主な工事等実施予定箇所

④団地内歩道の改修工事 ⑤道路改良に向けて設計業務委託 ⑥道路改良に向けて調査

①橋梁の補修工事 ②堤防道路の路肩改修工事

令和７年度工事等位置図

③道路改良工事

P8-A2
（2025.4.15入稿）

①①

②②

③③

④④

⑥⑥

⑤⑤
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そこが聞きたいそこが聞きたいそこが聞きたいそこが聞きたいそこが聞きたい

一般質問一般質問

一般質問とは…

各議員の質問項目

吉川義雄 議員
① 町道陥没の原因は、桜ヶ丘グランドへの
町道整備を

② 津波到達時間の周知、避難所の空調設備
設置を

③ 立神峡公園不適切徴収金の処理状況

飯田健二 議員
① 学童保育所の運営はどのように行なわれ
ているか

② 中学３年生の進路状況

③ 農業を改革することはできないか

　掲載している記事は、質問議員
自ら質問・答弁を要約した原稿を
元に、広報委員会が編集したもの
です。

　一般質問の議
事録は、議会ホ
ームページでご
覧いただけま
す。左のQRコ
ードで会議録が
確認できます。

　各議員が住民の代表として、町の行
財政や事務の執行状況など将来に対す
る方針を聞き、町当局の考え方や疑問
をただすことです。
　単に疑問をはらすだけでなく、事実
関係を明らかにし、現行政策の見直し
や新規政策を提言することです。一般
質問は議員の重要な活動のひとつで
す。
　本会議での質問時間は、質問と答弁
合わせて１人60分以内となっています。

次
の
ペ
ー
ジ
は
　
一
般
質
問
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Ｑ：町道の維持管理・桜ヶ丘への町道整備を
　　早急に
Ａ：必要な補修や安全対策はやっていく

吉川 義雄 議員

ガードレールが無い危険な場所

道路に危険な陥没

一般質問一般質問

早
急
に
安
全
対
策
を

議
員
　
桜
ヶ
丘
グ
ラ
ン
ド
へ
通
じ

る
道
路
で
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
無

い
場
所
や
草
木
が
生
い
茂
り
道
路

の
幅
員
が
狭
く
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
道
路
に
樹
木
の
枝
が
伸
び
て
、

枝
の
落
下
も
起
き
て
い
る
。
道
路

整
備
を
早
急
に
行
な
う
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
や
白
線
を

検
討
　

建
設
下
水
道
課
長
　
該
当
す
る
町

道
東
上
宮
桜
ヶ
丘
線
の
道
路
拡
幅

計
画
は
現
在
の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
町
道
は
幅
員
が
平
均
し

て
５
メ
ー
タ
ー
あ
り
、
車
両
の
離

合
に
も
問
題
な
い
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
一
部
区
間
で
通
行
上
の
安

全
対
策
が
必
要
な
と
こ
ろ
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
や

白
線
の
設
置
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
通
行
に
支
障
が
あ
る

樹
木
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
、
伐

採
を
行
な
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

議
員
　
こ
の
道
路
は
団
地
や
桜
ヶ

丘
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
利
用
す
る
人
が

通
る
道
路
で
す
。
町
長
は
所
信
表

明
で
道
路
整
備
に
付
い
て
必
要
な

と
こ
ろ
は
道
路
基
本
計
画
の
見
直

し
を
し
な
が
ら
取
組
む
と
言
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
道
路
は
早
く
整
備

が
で
き
な
い
か
。

必
要
な
補
修
や

安
全
対
策
は
や
っ
て
い
く

　
　
　
　
　
　

町
長
　
基
本
計
画
で
は
中
期
で
整

備
す
る
路
線
で
す
。
私
も
あ
そ
こ

を
通
り
ま
し
た
。
法
面
の
樹
木
を

伐
採
し
見
通
し
が
良
く
な
っ
た
反

面
危
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た

の
で
、
担
当
課
に
必
要
な
と
こ
ろ

に
は
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、
白
線
を
引

い
た
方
が
い
い
よ
と
話
を
し
て
お

り
ま
す
。

　
こ
う
い
っ
た
所
は
沢
山
あ
り

ま
す
の
で
、
優
先
順
位
を
つ
け
て

進
め
て
い
き
ま
す
。
た
だ
、
必
要

な
補
修
、
安
全
対
策
は
や
っ
て
い

き
ま
す
。

下
水
道
管
渠
の
調
査
は

議
員
　
埼
玉
県
八
潮
市
で
道
路
が

陥
没
し
ト
ラ
ッ
ク
が
転
落
す
る
事

故
が
起
き
た
。
原
因
は
地
下
の
下

水
道
管
の
老
朽
化
に
よ
る
破
損
と

い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
項
を
受

け
て
全
国
の
自
治
体
で
は
下
水
道

管
の
調
査
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

　
氷
川
町
も
下
水
道
管
が
布
設

し
て
あ
る
道
路
の
調
査
が
必
要
で

は
な
い
か
。

管
渠
調
査
は
行
な
っ
て
い
る

建
設
下
水
道
課
長
　
下
水
道
宮
原

処
理
区
内
の
幹
線
管
渠
と
枝
線
管

渠
の
マ
ン
ホ
ー
ル
の
外
観
調
査
や

マ
ン
ホ
ー
ル
内
部
か
ら
下
水
道
管

の
目
視
調
査
を
令
和
４
年
度
か
ら

６
年
度
に
か
け
て
行
な
っ
て
い
ま

す
が
、
道
路
の
陥
没
に
繋
が
る
異

常
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
今
後
、
宮
原
処
理
区
で
未
調

査
の
分
の
管
渠
と
竜
北
処
理
区
の

幹
線
管
渠
と
枝
線
管
渠
も
同
様
に

調
査
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

道
路
陥
没
の
原
因
は

議
員
　
氷
川
中
学
校
へ
通
じ
る
町

道
に
陥
没
を
発
見
し
、
担
当
課
に

連
絡
し
、
事
故
防
止
対
策
を
と
っ

て
も
ら
っ
た
が
、
こ
の
陥
没
の
原

因
は
何
だ
っ
た
の
か
。
ど
う
対
策

さ
れ
た
か
。

建
設
下
水
道
課
長
　
道
路
陥
没
は

町
道
と
並
行
し
て
河
川
が
通
っ
て

い
て
、
町
道
の
土
砂
が
河
川
に
流

れ
出
た
こ
と
が
原
因
と
思
い
ま

す
。
陥
没
の
連
絡
を
受
け
、
直
ち

に
バ
リ
ケ
ー
ド
な
ど
で
安
全
措
置

を
行
な
い
、
修
理
を
実
施
し
現
在

復
旧
は
完
了
し
て
い
ま
す
。



11 氷川町議会だより　No.54　2025. 5. 1

一般質問一般質問
Ｑ：人口減少の時代、どうやって町を元気に
　　するのか
Ａ：人を育て地元を活かす仕組みづくりに
　　取り組む

議
員
　
中
学
生
の
進
路
状
況
を
教

え
て
下
さ
い
。

学
校
教
育
課
長
　
進
学
状
況
と
い

た
し
ま
し
て
、
八
代
・
宇
城
の
高

校
へ
は
10
校
に
59
名（
68・６
％
）、

熊
本
市
内
の
高
校
へ
は
12
校
に
23

名
（
26・７
％
）
が
進
学
し
て
い

ま
す
。

議
員
　
高
校
選
択
の
要
因
と
進
路

指
導
は
ど
の
様
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
か
。

教
育
長
　
進
路
指
導
は
生
徒
の
適

性
や
希
望
を
尊
重
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
進
学
先
を
決
め
る
主
な

理
由
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
・
進

学
・
就
職
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、

本
人
の
希
望
に
寄
り
添
う
と
共

に
、
正
し
く
高
校
の
情
報
を
得
る

為
に
行
う
説
明
会
や
、
体
験
入

学
、
出
前
授
業
な
ど
の
取
組
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

議
員
　
地
元
の
高
校
が
減
少
す
る

と
地
域
の
衰
退
に
つ
な
が
る
た
め

産
学
官
の
連
携
の
架
け
橋
を
町
長

に
は
是
非
や
っ
て
頂
き
た
い
。
ま

た
高
校
生
の
多
く
は
地
元
に
貢
献

し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
が
、

地
元
の
就
職
情
報
が
不
足
し
て
い

る
。
高
校
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
教
育

を
強
化
し
行
政
・
企
業
・
学
校
が

連
携
し
て
、
若
者
の
進
路
選
択
の

支
援
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

町
長
　
氷
川
町
の
子
ど
も
た
ち

が
、
こ
の
地
域
の
高
校
で
学
び

こ
の
地
域
で
仕
事
が
で
き
る
様
な

環
境
を
作
り
出
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
為

に
施
政
方
針
で
企
業
誘
致
を
し
っ

か
り
頑
張
る
と
決
意
表
明
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
そ
し
て
働
く
場
所

が
無
い
と
若
者
も
残
る
事
が
で
き

ま
せ
ん
。
今
あ
る
産
業
も
残
っ
て

生
活
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
も
併

せ
て
進
め
て
参
り
ま
す
。

氷
川
町
の
農
業
改
革
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

議
員
　
米
の
価
格
が
高
騰
し
て
い

る
今
、
米
作
り
を
推
奨
す
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

農
業
振
興
課
長
　
米
の
需
給
調
整

に
つ
い
て
は
、Ｊ
Ａ
や
関
係
機
関

と
構
成
す
る
「
氷
川
町
農
業
再
生

協
議
会
」
で
取
り
組
ん
で
お
り
、

農
業
者
の
主
体
的
な
判
断
、
取
組

み
を
支
え
る
生
産
対
策
を
進
め
て

い
ま
す
。
主
食
用
米
に
つ
い
て

は
、
様
々
な
要
素
を
考
慮
し
な
が

ら
、
需
要
量
に
応
じ
た
生
産
を
推

進
し
て
参
り
ま
す
。

米
の
価
格
高
騰
と
農
家
の
懸
念

議
員
　
一
部
の
卸
業
者
で
は
30
キ

ロ
あ
た
り
２
万
２
０
０
０
円
を
超

え
る
な
ど
米
の
取
引
価
格
が
高
騰

し
て
い
る
耕
作
放
棄
地
の
活
用
や

農
家
と
の
協
議
が
必
要
で
は
な
い

か
。

農
業
振
興
課
長
　
米
価
の
安
定
に

は
課
題
が
あ
り
、
貯
蔵
米
の
放
出

や
新
米
の
供
給
が
価
格
を
安
定
さ

せ
る
と
は
限
ら
な
い
現
状
も
あ
り

ま
す
。

議
員
　
直
売
所
を
活
用
し
た
米
販

売
の
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。

農
業
振
興
課
長
　
生
産
者
が
価
格

設
定
で
き
、
地
域
内
経
済
循

環
を
促
せ
る
為
、
直
売
所
で

の
販
売
は
有
益
と
考
え
ま

す
。
顧
客
増
や
Ｐ
Ｒ
の
点
か

ら
、
活
用
を
働
き
か
け
て
い

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

農
業
の
未
来
と

　
　
　
　
人
材
育
成

議
員
　
氷
川
町
の
農
業
継

続
の
た
め
、
若
手
の
育
成
と

定
着
が
重
要
で
あ
り
、
農
業

高
校
で
の
教
育
が
質
の
高
い

生
産
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
卒
業

生
の
就
業
先
確
保
や
、
農
業
の
企

業
誘
致
や
新
た
な
経
済
モ
デ
ル(

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
構
想)

と
の

連
携
も
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

町
長
　
食
糧
危
機
は
必
ず
く
る
課

題
で
あ
り
農
業
の
持
続
可
能
性
を

高
め
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
農
家
支
援
や
政
策

の
方
向
性
を
国
と
連
携
し
な
が

ら
、Ｊ
Ａ
や
地
域
と
協
力
し
農
業

の
活
性
化
を
推
進
し
循
環
型
農
業

の
成
功
事
例
も
広
め
、
農
業
従
事

者
の
増
加
を
図
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

飯田 健二 議員

日本の食糧自給率は、絶対上げないといけない！

次
の
ペ
ー
ジ
は
　
水
俣
病
問
題
の
早
期
解
決
を
求
め
る
意
見
書
採
択
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「
水
俣
病
問
題
の
早
期
解
決
を

求
め
る
意
見
書
」全
会
一
致
で
採
択

上
田
俊
孝
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
「
水
俣
病
問
題
の
早
期
解
決
を
求
め
る
意
見
書
」
は

本
会
議
に
上
程
。
審
議
の
結
果
、
全
議
員
の
賛
成
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
請
願･

陳
情
に
つ
い
て

　
請
願
は
、
住
民
の
意
見
や
要
望
を
政
治

に
反
映
さ
せ
よ
う
と
い
う
考
え
に
基
づ
い

て
、
憲
法
に
保
障
さ
れ
た
国
民
の
権
利
で

す
。

　
地
方
議
会
に
対
す
る
請
願
は
、
地
方
自

治
法
及
び
各
議
会
の
会
議
規
則
に
規
定
が

さ
れ
て
お
り
、
議
会
に
対
し
て
請
願
書
を

提
出
す
る
場
合
は
、
議
会
議
員
の
紹
介
を

必
要
と
し
ま
す
。

　
陳
情
は
、
請
願
と
同
じ
よ
う
な
性
格
を

持
っ
た
も
の
で
、
様
式
も
請
願
書
に
準
じ

ま
す
が
、
議
会
に
対
し
て
陳
情
書
を
提
出

す
る
場
合
に
は
、
議
員
の
紹
介
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
請
願
ほ
ど
明
確
な
法

律
上
の
規
定
が
な
い
た
め
、
各
議
会
に
お

い
て
取
扱
い
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　
氷
川
町
議
会
に
提
出
さ
れ
た
陳
情
は
、

「
水
俣
病
の
早
期
解
決
を
国
へ
要
望
す
る

意
見
書
の
採
択
を
求
め
る
陳
情
書
」
意
見

で
し
た
。

　
議
会
運
営
委
員
会
に
米
村
議
長
か
ら
陳

情
の
取
扱
い
が
付
託
さ
れ
、
委
員
会
で
審

議
の
結
果
、
議
員
発
議
と
し
て
、
３
月
定

例
会
議
会
に
「
水
俣
病
の
早
期
解
決
を
国

へ
要
望
す
る
意
見
書
」
を
提
出
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　水俣病は、不知火海沿岸地域住民に塗炭の苦しみを与えた。それ
は、健康被害だけでなく、差別や偏見など地域住民の分断と混乱を
もたらした。
　水俣病も公式確認から69年という長い年月が経過しようとして
いる。しかし、いまだに救済を求める人たちが後をたたない現状に
ある。これは、住民のいのちと健康を守るべき行政にとって憂慮す
べき事態であり、被害者たちが生存しているうちに解決しなければ
ならない重要な課題と考える。
　昨年の５月１日、水俣病犠牲者慰霊後の環境大臣と被害者との懇
談の場で被害者の発言中に突然マイクが遮断されるという事態が起
こった。この問題は、国会でも取り上げられ、「国は、水俣病被害
者の声に真摯に向き合い、水俣病問題を早期に解決すべきだ」とい
う国民の声が大きく広がっている。
　水俣病問題の解決は、熊本県民にとって放置できない緊急課題と
なっている。国が、そのリーダシップを発揮し、一日も早く水俣病
問題を解決するよう強く要望する。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　令和７年３月１４日
　　　　　　　　　　　　　　熊本県八代郡氷川町議会
　　　　　　　　　　　　　　氷川町議会議長　　米村　　洋
　衆 議 院 議 長　様
　参 議 院 議 長　様
　内閣総理大臣　様
　厚生労働大臣　様
　経済産業大臣　様
　環 境 大 臣　様

水俣病問題の早期解決を求める意見書



13 氷川町議会だより　No.54　2025. 5. 1

三浦賢治・松田達之・上田俊孝議員

「永年表彰」授与「永年表彰」授与
　三浦賢治議員、松田達之議員と上田俊孝議員が、永年にわたり地域の振興発展及び
住民福祉の向上に尽くされたとして、全国町村議長会より永年表彰されました。
　令和７年３月議会で、米村洋議長から表彰状が３議員に伝達されました。

上田俊孝議員 松田達之議員 三浦賢治議員

物価高騰対応重点支援給付金
非課税世帯に給付金支給

臨時議会
令和７年１月

臨時議会
令和７年１月

令和６年度一般会計補正予算（第７号）

　歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２億55
４万９千円を追加し、歳入歳出予算の総額を93億
3209万８千円としました。

　令和７年１月16日、氷川町議会臨時会が
開催されました。議案は、令和６年度氷川町
一般会計補正予算（第７号）で、審議の結
果、全員賛成で可決されました。

 
　
●総務費
・ふるさと納税事業支援業務委託料
・ふるさと氷川応援基金積立金
・物価高騰対応重点支援給付金
 （Ｒ６年度非課税世帯給付金）

●民生費
・竜北福祉センター修繕料
・物産館修繕料

主な歳出予算

次
の
ペ
ー
ジ
は
　
議
員
研
修
報
告
（
愛
知
県
名
古
屋
市
・
安
城
市
・
幸
田
町
）



議
会
議
員
全
員
で
、
令
和
７

年
２
月
12
日
か
ら
14
日
に
か
け
、

氷
川
町
が
進
め
て
い
る
企
業
誘

致
な
ど
の
取
り
組
み
を
促
進
す

る
上
で
、
企
業
誘
致
を
精
力
的

に
進
め
て
い
る
愛
知
県
安
城
市

と
幸
田
町
で
視
察
研
修
を
行
な

い
ま
し
た
。

こ
の
議
員
研
修
に
は
、
藤
本

町
長
も
同
行
し
ま
し
た
。

広
沢
名
古
屋
市
長
を

表
敬
訪
問

研
修
に
先
立
ち
、
広
沢
一
郎

名
古
屋
市
長
へ
表
敬
訪
問
を
行

な
い
ま
し
た
。

藤
本
町
長
と
米
村
議
長
が
挨

拶
を
し
、
今
回
の
研
修
に
名
古 広沢一郎（左）名古屋市長を表敬訪問

安城市

幸田町

幸田町の企業誘致パンフレット

屋
市
、
安
城
市
、
幸
田
町
を
訪

問
す
る
目
的
を
伝
え
ま
し
た
。

広
沢
市
長
か
ら
は
、
良
い
研

修
が
で
き
ま
す
よ
う
に
と
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

名
古
屋
市
議
会
で
は
、
議
会

広
報
誌
作
り
や
子
ど
も
議
会
等

の
取
り
組
み
を
研
修
し
ま
し
た
。

産
業
の
中
心
を
農
業
か
ら

工
業
へ …

 

安
城
市

安
城
市
は
「
日
本
の
デ
ン

マ
ー
ク
」
と
呼
ば
れ
、
産
業
の

中
心
は
農
業
で
し
た
。
一
時
は

財
政
再
建
団
体
に
、
そ
こ
か
ら

工
場
誘
致
条
例
を
制
定
し
、
産

業
の
中
心
を
農
業
か
ら
工
業
へ

と
切
替
え
て
財
政
赤
字
を
解
消
。

企
業
誘
致
の
た
め
の
取
り
組

み
で
は
、
企
業
立
地
ガ
イ
ド
を

作
成
、
セ
ミ
ナ
ー
に
積
極
的
に

参
加
し
て
企
業
に
対
し
て
市
の

魅
力
を
発
信
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
企
業
訪
問
を
精
力
的
に

進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組

み
は
大
変
大
事
だ
と
感
じ
ま
し

た
。安

城
市
は
企
業
誘
致
と
と
も

に
移
住
支
援
、
定
住
対
策
も
進

ん
で
い
る
こ
と
が
大
変
参
考
に

な
り
ま
し
た
。

交
通
の
利
点
を
生
か
し
た

企
業
誘
致 …

 

幸
田
町

幸
田
町
の
企
業
誘
致
・
企
業

立
地
は
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
に
強

い
こ
と
で
す
。
道
路
（
高
速
道

路
）、
名
古
屋
駅
、
三
河
港
へ
の

ア
ク
セ
ス
が
良
い
こ
と
を
最
大

に
生
か
し
企
業
誘
致
を
進
め
て

い
ま
す
。
交
通
イ
ン
フ
ラ
が
良

い
こ
と
で
働
く
人
も
通
勤
エ
リ

ア
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、

20
数
社
の
企
業
が
進
出
し
、
そ

れ
に
伴
う
宅
地
造
成
も
行
な
わ

れ
て
い
ま
す
。

町
制
施
行
時
の
人
口
は
約
１

万
３
６
０
０
人
で
し
た
が
、
４

万
２
０
０
０
人
（
２
０
２
３
年

４
月
）
と
大
幅
に
増
え
て
い
ま

す
。氷

川
町
も
、
企
業
誘
致
等
に

交
通
の
利
点
を
生
か
す
こ
と
を

強
く
感
じ
ま
し
た
。

こ
の
視
察
研
修
を
生
か
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

企業誘致･工業団地造成地を視察研修企業誘致･工業団地造成地を視察研修
地域経済活性化・人口増加対策へ地域経済活性化・人口増加対策へ

愛知県名古屋市･安城市･幸田町を訪問
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漂
着
ゴ
ミ
や
不
法
投
棄
ゴ
ミ

は
環
境
破
壊
や
景
観
を
損
な
う

大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
漂
着
ゴ
ミ
な
ど
の
対

策
を
知
る
た
め
に
、
令
和
７
年

１
月
19
日
か
ら
20
日
に
か
け
長

崎
県
対
馬
市
環
境
政
策
課
で
視

察
研
修
を
行
な
い
ま
し
た
。

対
馬
の
漂
着
ゴ
ミ
は

外
国
か
ら

対
馬
市
で
は
、
海
岸
漂
着
物

対
策
と
し
て
、
市
内
６
箇
所
の

今
回
の
研
修
を
終
え
て
、
氷

川
町
は
内
海
の
為
、
漂
着
ゴ
ミ

は
少
な
い
が
現
在
竜
北
の
漁
協

に
委
託
し
て
い
る
、
し
か
し
、

毎
年
、
大
雨
に
よ
る
河
川
か
ら

の
災
害
ゴ
ミ
が
大
き
な
問
題
だ

と
思
い
ま
す
。

山
間
部
で
の
投
棄
材
木
等
の

固
定
や
漂
流
し
な
い
対
策
を
協

議
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま

す
。
ま
た
、
各
家
庭
か
ら
出
る

ゴ
ミ
の
分
別
回
収
を
更
に
徹
底

す
る
こ
と
が
必
要
と
感
じ
ま
し

た
。

海
岸
で
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を

実
施
。
そ
の
結
果
、
年
間
漂
着

量
は
３
万
〜
６
万
㎥
で
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
調
査
で
は
韓
国
や
中

国
な
ど
か
ら
が
約
６
割
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
自
然
界
か
ら

の
流
木
の
量
は
増
え
る
よ
う
で
、

災
害
の
多
か
っ
た
令
和
４
年
は
、

年
間
漂
着
量
は
７
万
６
０
０
㎥

の
試
算
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

回
収
を
漁
協
に
委
託

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
回
収
に
参

加対
馬
は
長
い
海
岸
線
を
有
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
い
た
る
所

に
漂
着
ゴ
ミ
が
流
れ
着
い
て
い

る
。
対
馬
市
の
海
岸
漂
着
物
回

収
は
、
対
馬
島
内
11
漁
協
と
業

務
委
託
契
約
を
交
わ
し
て
回
収

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
清
掃
も

行
な
わ
れ
て
い
て
、
令
和
５
年

度
は
延
べ
１
２
２
１
名
が
参
加

し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

ご
み
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
し

取
り
組
み
を
ラ
イ
ブ
配
信

海
岸
漂
着
物
回
収
に
か
か
る

漂着ゴミの不法投棄対策漂着ゴミの不法投棄対策
長崎県対馬市で視察研修長崎県対馬市で視察研修
研修者 三浦賢治･上田俊孝･長尾憲二郎

災
害
時
の
河
川
の
ゴ
ミ
対
策
や

各
家
庭
か
ら
の
ゴ
ミ
分
別
回
収
の
徹
底
を
痛
感

報
告
者

長
尾

憲
二
郎

自
主
調
査
研
修
報
告

自
主
調
査
研
修
報
告

費
用
は
、
年
間
約
１
億
８
０
０

０
万
円
。
そ
れ
に
処
分
す
る
費

用
も
多
額
な
金
額
に
な
っ
て
い

ま
す
。

対
馬
に
漂
着
す
る
ゴ
ミ
は
、

約
９
割
が
外
国
由
来
の
物
で
す
。

そ
こ
で
対
馬
市
は
、「
対
馬
海
ご

み
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
２
３
」

「
日
米
間
海
洋
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
２
０
２
４
」
を
開
催
し
、
ラ

イ
ブ
配
信
等
行
い
、
対
馬
の
現

状
や
取
り
組
み
の
情
報
発
信
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

大
き
な
問
題

漂
着
ゴ
ミ
で
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
る
の
は
、
漂
着
ゴ
ミ

の
多
い
海
岸
で
、
マ
イ
ク
ロ
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
が
堆
積
し
、
海
岸

で
の
漁
に
は
被
害
が
及
ん
で
い

る
の
で
は
な
い
か
と
言
う
こ
と

で
し
た
。

次
の
ペ
ー
ジ
は

主
な
議
会
活
動
日
誌

15 氷川町議会だより No.54 2025. 5. 1



主な議会活動日誌 2月～4月

月 日 行 事 内 容

議員研修（まもるんパン缶工場）

竜北西部小学校創立「150周年を祝う会」

氷川町商工会青年部総会

氷川まつり

 2月 1日

 2月 2日

 2月 8日

 2月 10日

 2月 12日
 ～2月 14日

 2月 17日
 ・2月 28日

 2月 17日

 2月 20日
 3月 18日
 4月 21日

 3月 4日

 3月 7日

 3月 10日
 ～3月 14日

 3月 17日

 3月 19日

 3月 21日

 3月 22日
 ～3月 23日

 3月 24日

 3月 24日
 ～4月 28日

 3月 29日

 4月 1日

 4月 8日

 4月 9日

 4月 7日
～ 4月 15日

 4月 15日

 4月 16日

 4月 17日

 4月 22日

 4月 23日

 4月 24日

 4月 27日

 4月 28日

竜北西部小学校創立「150周年を祝う会」
氷川町民体育祭冬季大会
八火図書館本まつり
氷川町及び八代市中学校組合議会

氷川町議会先進地研修（愛知県・岐阜県）

議会運営委員会

氷川町行政報告会

監査 例月現金出納検査

氷川まつり実行委員会
竜北中学校・氷川中学校卒業式

3月定例会

八代市・氷川町自衛隊入隊（校）予定者壮行会
ふれあい大学閉講式
みなと消防署落成式

氷川まつり前夜祭カラオケ大会・氷川まつり

竜北西部小学校・竜北東小学校・宮原小学校卒業式

議会広報調査特別委員会（議会だより編集）

常葉保育所卒園式・閉所式
令和7年度教職員辞令交付式
氷川中学校･竜北中学校入学式
竜北東小学校･竜北西部小学校･宮原小学校入学式

春の全国交通安全運動町内巡視

氷川町スポーツ協会総会
氷川町商工会青年部通常総会
氷川町子ども会育成連絡協議会総会
氷川町青少年育成連絡協議会理事会
氷川町文化協会総会
熊本県町村議会議長会県当局等へ要望活動
いちご杯九州ヘラブナ釣り大会 in 氷川
氷川町農業振興協議会総会

氷川町議会だより No.54 2025. 5. 1 16



常葉保育所最後の卒園式

常葉保育所閉所式

 氷川町立 常葉保育所
73年の歴史に幕

topics ありがとう

氷
川
町
立
保
育
所
常
葉
保
育
所
の
園

児
、
職
員
の
み
な
さ
ん
に
協
力
を
い
た
だ

き
、氷
川
町
議
会
広
報
誌
「
清
流
ひ
か
わ
」

の
表
紙
に
登
場
し
て
頂
き
ま
し
た
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

あ
の
感
動
は
忘
れ
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た

ち
の
健
や
か
な
成
長
を
祈
り
ま
す
。

 議会広報誌「清流ひかわ」の表紙を飾ってきた 常葉保育所

令和７年３月２９日、氷川町立常葉保育所の閉所式が行
なわれ、７３年の歴史に幕を閉じました。閉所式の前に常
葉保育所最後の卒園式が行なわれ、１１名の園児に卒園証
書が渡されました。
常葉保育所は昭和２５年（１９５１年）宮原小学校の敷
地内に、地域の有志の方々によって設立されました。この
７３年間に３２１２名の卒園生を送り出しています。
式典後、卒園児、保護者をはじめ、卒園生らが「ありが
とう」と叫び風船を大空へ飛ばして別れを惜しみました。

№50
№24

№9
№５
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次
の
ペ
ー
ジ
は

ひ
と
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編
集
後
記
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満
開
の
桜
が
咲
き
誇
る
中
、
新
年
度
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
新
し
い
制
服
に
ラ
ン
ド

セ
ル
を
背
負
っ
た
新
一
年
生
を
見
る
と
自
分

も
心
が
弾
ん
で
く
る
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
す
。

３
月
議
会
の
議
案
質
疑
で
は
、
全
議
員
が

発
言
。
広
報
委
員
と
し
て
は
嬉
し
い
反
面
、

会
議
録
を
前
に
ど
の
様
に
ま
と
め
る
か
悪
戦

苦
闘
。
誌
面
の
都
合
で
全
て
を
載
せ
る
こ
と

は
出
来
ま
せ
ん
が
、
発
言
者
の
思
い
を
汲
み

取
っ
て
分
か
り
や
す
く
編
集
し
ま
し
た
。

春
は
一
年
で
も
過
ご
し
や
す
い
季
節
で
す

が
体
調
不
良
を
感
じ
や
す
い
季
節
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
健
康
に
留
意
さ
れ
て

日
々
お
過
し
下
さ
い
。

（
清
田
一
敏
）

氷
川
町
恒
例
の
「
氷
川
ま
つ
り
」
が
３
月

23
日
、
竜
北
公
園
で

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

晴
天
に
恵
ま
れ
大
勢

の
人
で
賑
わ
い
ま
し

た
。「
ナ
ン
バ
ー
ワ

ン
戦
隊
ゴ
ジ
ュ
ウ
レ

ン
ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー
」

に
、
子
ど
も
た
ち
の

大
き
な
声
が
響
き

渡
っ
て
い
ま
し
た
。

編
集
後
記

表
紙
の
ひ
と
こ
と

と
ひ
と
ひ

安全で美味しい
弁当を届けています

安全で美味しい
弁当を届けています
配食サービス  白 石 善 裕 さん

しら いし よし ひろ

プロフィール

発
行
責
任
者

米
村

洋

委

員

長

吉
川

義
雄

副
委
員
長

長
尾
憲
二
郎

委

員

清
田

一
敏

委

員

飯
田

健
二

Q 
毎
日
配
食
サ
ー
ビ
ス
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
毎
日
ど
れ
く
ら
い
弁
当
を
作
ら

れ
る
の
で
す
か
。

Ａ 

１
日
70
食
か
ら
80
食
作
っ
て
い
ま
す
。

配
食
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
者
は
高
齢
者
の
方

た
ち
が
多
い
の
で
、
施
設
に
入
所
さ
れ
た

り
し
て
こ
の
と
こ
ろ
利
用
さ
れ
る
方
が

減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

Q 

健
康
を
維
持
す
る
に
は
食
事
は
大
事
で

す
。
何
か
工
夫
は
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

Ａ 

毎
日
の
こ
と
だ
か
ら
飽
き
が
来
な
い
よ

う
に
、
栄
養
士
さ
ん
が
作
る
豊
富
な
メ

ニ
ュ
ー
を
元
に
、
昼
食
と
夜
食
を
作
っ
て
、

高
齢
者
の
方
に
届
け
て
い
ま
す
。

前
夜
に
仕
込
み
を
し
、
朝
６
時
半
か
ら

準
備
し
ま
す
。
弁
当
を
楽
し
み
に
し
て

待
っ
て
お
ら
れ
る
方
が
お
ら

れ
、「
弁
当
が
届
く
の
が
嬉
し

い
」
と
い
わ
れ
る
と
私
た
ち
も

大
変
嬉
し
い
で
す
。

Q 

配
食
に
欠
か
せ
な
い
米
の

価
格
が
上
が
り
大
変
で
は
な
い

で
す
か
。

Ａ 

食
材
が
何
で
も
高
騰
し
て

大
変
で
す
。
米
の
価
格
が
４
月
に
ま
た
上

が
り
ま
し
た
。
購
入
先
も
い
ろ
ん
な
手
配

を
し
て
米
を
確
保
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。弁

当
を
待
っ
て
お
ら
れ
る
方
が
お
ら
れ

る
の
で
頑
張
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Q 
弁
当
つ
く
り
で
一
番
心
が
け
て
お
ら
れ

る
こ
と
は
。

Ａ 
こ
れ
か
ら
梅
雨
の
時
期
に
な
る
の
で
、

食
中
毒
に
は
一
番
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
な
に
よ
り
も
安
全
で
美
味

し
い
物
を
届
け
る
が
一
番
大
事
と
思
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
一
生
懸
命
心
を
込

め
て
弁
当
を
届
け
て
い
き
ま
す
。

聞
き
手

吉
川
義
雄

※
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

民
生
委
員
さ
ん
や
氷
川
町
役
場
福
祉
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

高
齢
者
や
障
が
い
者
の
人
を
対
象
に
氷

川
町
が
行
な
っ
て
い
る
「
食
の
自
立
支
援

事
業
」
の
委
託
を
受
け
、
高
齢
者
の
方
々

に
弁
当
を
届
け
て
お
ら
れ
る
、
白
石
さ
ん

夫
妻
に
配
食
サ
ー
ビ
ス
へ
の
思
い
を
聞
き

ま
し
た
。

白石 善裕 54歳 熊本県八代郡氷川町野津 趣味 DIY TEL 0965-37-8907

夕食の弁当を造る白石さん
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